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1 はじめに
本研究では，Web ブラウザからの編集が不可能な既存の

WebページをWebサーバの設定変更無しにWebブラウザ上
から編集可能にすることを目的とする．Webブラウザから編
集できることにより複数ユーザでリアルタイムに情報共有を
行うことでWebページの利用が活発な状態となる．本稿で
は，既存のWebページをWebブラウザから編集可能にする
ことをWebページの再活性化と呼ぶ．Webサーバに CGI等
を導入せずにコンテンツの編集結果を反映させることができ
るWebページ再活性化システムを提案する．
複数ユーザでのリアルタイムの情報共有は作業効率が向上

し生産性が高まる．Webページをリアルタイムに編集を行っ
たり，離れた場所にいるユーザに対し同じコンテンツを閲覧
させたり [1]するシステムが提案されている．Web上での情
報共有ではコンテンツの同期とシステムの導入の容易性が重
要となる．複数ユーザがWebページの編集を行うには，編
集のタイミングが重なった場合の競合の問題を解決する必要
がある．

WebページをWebブラウザから編集可能にする既存のシ
ステムとして我々はWebサーバに CGIを設置する必要がある
ものを提案している [2]．CGIを動作させるためには Apache
の httpd.conf などの Web サーバの設定ファイルを書き換え
る作業が必要である．また，レンタルサーバでは CGIの実
行を許可していないものもあり，既存のシステムの導入は困
難，もしくは不可能な場合がある．既存のWebページを，別
のサイトにWebページを移転することにより，Webブラウ
ザからの Web ページ編集の実現は可能であるが URL が変
わってしまう．検索サイトへの影響を考えれば異なるドメイ
ンのWebページがWebサイトに混ざるのは避けたほうが良
く，ユーザにも混乱を与えずに済む．
本稿ではWebサーバとコンテンツ管理サーバを分割するこ

とで，Webサーバ上に CGI等を導入せずに運用できるWeb
ページ再活性化システムを試作した．本システムではHTML
の scriptタグとして記述された専用のタグを既存のWebペー
ジに埋め込むことで容易に編集可能状態にする．専用のタグ
によって対象Webページの編集する内容をWebサーバとは
別のコンテンツ管理サーバで管理することを実現している．
またWebページ再活性化を行った後でも URLが変わらない
ような SEO対策を解決した．

2 Webページ再活性化
本研究の目的はWebブラウザからの編集が不可能な既存

のWebページをWebサーバの設定変更無しにWebブラウザ
上から編集可能にすることである．既存のWebページをWeb
ブラウザから編集可能にすることをWebページの再活性化と
呼ぶ．本研究で再活性化の対象とするWebページは， wiki
やブログなどの CMSがすでに導入されているものではなく，
Webブラウザ上から編集を行うことができないWebページ
である．既存のWebページとコンテンツの編集結果を管理
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図 1: 既存システムと本システム

する機構は，同一Webサーバ上に設置せず，Webサーバと
コンテンツ管理サーバの構成である．そのため，Webサーバ
との通信が必要な Ajaxや複数のWebページが必要な frame
などを利用しているWebページはWebページ再活性化の対
象外する．Webページ再活性化を行う際には URLが変化し
ないようにすることを前提とする.

3 Webページ再活性化システム
既存のシステムはページ遷移なしにWebブラウザ上から

Webページを編集可能としている．Webサーバに専用の CGI
を設置することでWebページを編集し，その編集結果を同じ
ページを見ているユーザにも反映させることを実現している．
本システムと我々の既存のシステムとの違いを図 1に示す．
既存のシステムでは図 1 (a)のように，Webサーバには編集
可能にする対象の HTMLファイル，HTMLファイルを書き
換える CGI , Webページの編集箇所を送受信する JavasScript
ファイルが必要となりコストがかかる．
そこで，本稿では図 1 (b)のサーバ構成でWebページを

編集可能にすることを提案する．Webサーバ上にある既存の
Web ページはそのまま利用する．Web ページを編集するた
めに必要な CGIや JavaScriptはWebサーバとは別のコンテ
ンツ管理サーバに設置する．Webページを再活性化するため
には既存のWebページに HTMLの scriptタグとして記述さ
れた専用のタグを埋め込む．専用のタグによってWebペー
ジの編集内容をWebサーバとは別のコンテンツ管理サーバ
で管理することを実現している．これにより Webサーバの
CGIの設定を気にせず，Webページ再活性化システムを導
入することが可能となる．

3.1 システム構成
本システムの構成を図 2に示す．本システムは既存のWeb

ページが置かれているWebサーバと編集結果を管理するコ
ンテンツ管理サーバからなる．再活性化が行われたWebペー
ジをユーザが閲覧する場合は，既存のWebを用いて再活性化
前と同様にWebページにアクセスする．既存のWebページ
には HTMLの scriptタグを埋め込む．埋め込むタグはWeb
ページ再活性化を行いたい各Webページで共通のものを使
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図 2: システム構成図

用する．Web ページ再活性化に必要なスクリプトはコンテ
ンツ管理サーバからダウンロードする．Webブラウザによっ
てWebサーバ上の既存Webページにアクセスする．既存の
Webページにはコンテンツ管理サーバへアクセスするための
スクリプトが埋め込まれているため，コンテンツ管理サーバ
へアクセスを行う．コンテンツ管理サーバからコンテンツを
表示するためのスクリプトがダウンロードされる．アクセス
元の URL から固有の ID を特定し，再活性化に必要なスク
リプトが出力される．

3.2 コンテンツの同期
コンテンツの同期は，大きく分けて２つのパートに分か

れる．コンテンツの編集を行う編集モードと，編集されたコ
ンテンツを見ているWebページに反映させる監視モードに
である．編集結果のコンテンツは DOM要素の単位で同期を
行う．対象とする DOM要素はブロック要素とインライン要
素の一部である．編集結果のコンテンツはコンテンツデータ
ベースに key - value ストアとして保存されている．保存す
る内容は編集結果のコンテンツの DOM要素の XPathと，コ
ンテンツの内容，そして更新日時である．コンテンツの内容
は， DOM要素の innerHTMLとレンダリングに関わるスタ
イル情報を含む．また，DOM要素は半構造化されているた
め，情報をフラット化し保存に適した形に変換を行う．
監視モードのシステムの流れを図 2の (a)に示す．閲覧し

ている最中にWebページのコンテンツが編集された場合は，
コンテンツ管理サーバのコンテンツ監視機構がコンテンツ
データベースから編集された情報を取得し，Webブラウザの
コンテンツ表示機構にその情報を渡す．コンテンツ表示機構
の通信スクリプトがコンテンツ管理サーバからの情報を解析
し，書き換えスクリプトによってレンダリングしているWeb
ページの一部を書き換える．
編集モードのシステムの流れを図 2 の (b) に示す．Web

ページの編集を行う際は，コンテンツ管理サーバのコンテン
ツ監視機構との通信を一旦停止する．そして，編集を行った
Webページのコンテンツを書き換えスクリプトによりフラッ
ト化する．通信スクリプトはフラット化されたコンテンツの
編集結果をコンテンツ管理サーバに送信する．送信後は再び
コンテンツ管理サーバとの通信を開始し，他のユーザがコン
テンツを編集した情報を待つ．コンテンツ編集機構は Web
ブラウザからのフラット化された情報を更新日時とともにコ
ンテンツデータベースに保存を行う．
コンテンツの同期は DOM要素単位で行うため，複数ユー

ザが同時にWebページの異なる場所のコンテンツを更新し
た場合であっても競合せずに編集結果の反映を行うことが可
能となる．同期を行うコンテンツのDOM要素の粒度により，
通信時間や同期のコストが異なる．本稿ではコンテンツの粒
度を，編集された部分に一番近いブロック要素またはインラ

イン要素の一部となる親要素としている．

3.3 SEO対策
本システムを導入する場合， 元の Web サーバには古い

Webページが残されている．これは検索エンジンのクローラ
に編集前のページがそのまま収集されることとなる．この時，
編集された最新の状態のWebページは検索サイトからされ
なくなる．そこで，編集されたWebページの結果を書き出す
機能が実装されている．書き出された編集結果のHTMLソー
スをWebサーバの HTMLファイルに置き換えることで，最
新のコンテンツを検索サイトから発見してもらえるようにす
る．Webサーバの HTMLファイルの書き換えは手動でWeb
ページを管理しているユーザが行う．
また既存のWebページとコンテンツ管理サーバとの通信で

得られるWebページの通信量が同じ場合，既存のWebペー
ジを閲覧するときの２倍程度の時間が表示にかかることとな
る．これはユーザにとってWebページの閲覧性を低下させ
ることにつながり不適当である．そのため，既存のWebペー
ジを表示した後は徐々に最新の編集結果を反映させるモード
を追加した．このモードでは，ユーザは既存のWebページ
を見ている最中にコンテンツ管理サーバから得られた最新の
編集結果が徐々に反映されていく様子をみることとなる．コ
ンテンツ管理サーバで最近まで編集されたWebページの結
果を書き出し，その情報が既存Webページに反映させてい
ることが前提となる．SEO対策を行わない場合は，既存の
Webページの情報量を最低限のものとすることで，最新の
編集状況が反映されているWebページがWebブラウザで表
示される時間を短縮できる．

4 まとめ
ページビューを増加というWebページの利用の活発化の

ために，Web ページ再活性化を提案した．Web ページ再活
性化によって，既存のWebページはWebブラウザから編集
可能状態になる．Webページ再活性化システムはWebサー
バとは別のサーバとしてコンテンツ管理サーバを用いること
で，編集結果の履歴などの管理も可能としている．編集結果
の情報の粒度を調節することにより，複数人で Webページ
の編集を行った場合でも競合が起こらない．本システムを利
用することで，既存のWebページを協調ワークスペース [3]
として利用するが可能となる．今後，Webページ再活性化
を行うことにより，既存のWebページに協調作業を行う機
能の追加が容易となると期待できる．
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